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 要 旨   
 大量飲酒の従来のバイオマーカーには、ガンマグルタミルトランスフェラーゼ（GGT）
と血清糖鎖欠損トランスフェリン（CDT）、アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ

（AST）、アラニンアミノトランスフェラーゼ（ALT）がある。非酸化的エタノール代謝産

物であるエチルグルクロニド（EtG）の毛髪中の含量の測定が行われ、新たな優れたマーカ

ーであることが提案された。本研究の目的は、大量アルコール摂取を検出するための毛髪

EtG の感受性を調べ、CDT、AST、ALT、GGT と比べることである。筆者らはまたアルコ

ール摂取とバイオマーカーとの間の量的関係についても調べた。断酒クリニックに入院し、

過去に 3 ヶ月以上の大量飲酒歴のある 16 名の被験者を集めた。彼らに飲酒パターンと関連

疾患、薬剤や薬物の使用についてインタビューを行った。血清を集め、%CDT、AST、ALT、
GGT について分析し、毛髪サンプルを集めて EtG を分析した。過去 3 ヶ月の 1 日当たりの

平均摂取量は純アルコール換算で 206±136g であった。全患者が大量アルコール摂取の基

準を満たしていた。大量アルコール摂取を検出する感受性は%CDT が 64%、AST が 67%、

ALT が 67%、GGT が 93%、EtG が 94%であった。1 日当たりの平均摂取量の量的数値

と%CDT、AST、ALT、GGT と関係はなかった。本研究より、毛髪中の EtG と GGT が大

量アルコール摂取を検出するのにもっとも感受性が高く、毛髪中の EtG 濃度と 1 日当たり

の平均アルコール摂取量との間に正の相関が見られることがわかった。広い範囲のアルコ

ール摂取量で大規模にさらに調べていく必要がある。 
 

 




